
令和５年１⽉６⽇ 
国⼟交通省関東地⽅整備局 

⼤宮国道事務所 

⼯事発注⼿続きについて 
〜「Ｒ４国道１７号笹⽬橋（下り）外橋梁補修⼯事」の発注⼿続きを⾏います〜 

⼤宮国道事務所発注の「Ｒ４国道１７号笹⽬橋（下り）外橋梁補修⼯事」において、「公
募型指名競争⼊札⽅式（総合評価落札⽅式）」を試⾏し、併せて「施⼯箇所が点在する⼯事
の積算」「難⼯事指定」「余裕期間制度」を採⽤します。 

 ⼯事発注において予定価格超過や⼊札参加者がいないことなどを理由として、⼊札のとりや
めや不調が予測される⼯事について不調・不落対策を試⾏、採⽤しております。 
 今回発注するＲ４国道１７号笹⽬橋（下り）外橋梁補修⼯事は、標準的な積算と実勢価格に
乖離が⽣じることが予想されるため、以下の（１）を試⾏、（２）〜（４）を採⽤します。 

（１）「公募型指名競争⼊札⽅式（総合評価落札⽅式）」
競争参加者が少数と⾒込まれ、対象⼯事ごとに技術資料収集に係る公⽰資料の交付を

受けて、競争参加希望者が参加表明確認申請書及び技術資料（参加要件は企業のみとし
て技術者要件を求めない。）を提出し、指名基準による選定を⾏い、指名された競争参
加希望者により総合評価落札⽅式で落札者を決定するものです。 
なお、総合評価は、災害活動実績及び賃上げの実施を加算点としています。 

（２）「施⼯箇所が点在する⼯事の積算」
本⼯事は、施⼯箇所が点在することから、建設機械を運搬する費⽤や交通規制等がそ

れぞれの箇所で発⽣するなど、積算額と実際にかかる費⽤に乖離が考えられることから
箇所毎に共通仮設費、現場管理費の算出を⾏う「施⼯箇所が点在する⼯事の積算」を採
⽤します。

（３）「難⼯事指定」
本⼯事は、⼯事を適切に完成させた場合、その後の発注⼯事における総合評価項⽬

「難⼯事施⼯実績評価対象⼯事（試⾏）」を加点対象とする「難⼯事指定」を採⽤しま
す。

（４）「余裕期間制度（任意着⼿⽅式）」
契約⽇から⼯事着⼿期限（令和５年４⽉１⽇）までの期間において、受注者が任意に

⼯事着⼿⽇を選定できます。余裕期間内は、監理技術者の配置は要しません。また、余
裕期間内は⼯事契約約款第１１条に定める現場代理⼈の常駐を要しません。

＜発表記者クラブ＞ 
⽵芝記者クラブ、神奈川建設記者会、埼⽟県政記者クラブ、さいたま市政記者クラブ 

＜問い合わせ先＞ 
国⼟交通省 関東地⽅整備局 ⼤宮国道事務所 
電話 ０４８−６６９−１２００（代表） 
副所⻑（技）  ⽊住野 誠（きずみの まこと）（内線：２０５） 
管理第⼆課⻑  伊 藤 仁（いとう ひとし）（内線：４４１） 
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●Ｒ４国道１７号笹⽬
さ さ め

橋（下り）外橋梁補修⼯事 
《⼯事概要》

（１）⼯事場所：⼤宮国道事務所管内
（２）⼯ 期：⼯事の始期から３６４⽇間 

（但し、令和５年４⽉１⽇までに⼯事を開始すること。） 
（３）⼊札⽅式：公募型指名競争⼊札⽅式（総合評価落札⽅式）
（４）⼯事種別：橋梁補修⼯事
（５）⼯事内容（概要）：橋梁補修⼯

・笹⽬
さ さ め

橋（下り）P3〜P5 
剥落防⽌塗膜撤去 702m2、ひび割れ補修⼯ 20m、 
不陸修正⼯ 640m2、プライマー塗布 640m2、 
炭素繊維シート接着⼯（２層貼） 986m2

・和⽥
わ だ

橋 
排⽔装置補修⼯ ２箇所、ひび割れ補修⼯ 11.4m、 
断⾯修復⼯ 0.02m3、橋⾯防⽔⼯（ｼｰﾄ、塗膜）593m2、 
舗装打換⼯（⾞道部、歩道部） 593m2、縁⽯⼯ 65m、 
区画線⼯ 167m、排⽔⼯ ６箇所 

・無名１号橋１
プレキャストＲＣ床版製作 １式、既設床版撤去⼯ １式、 
床版取替⼯ 1 箇所、伸縮装置⼯ 4.72m、舗装⼯ 11.8m2、 
防護柵取替⼯ 12.5m 

・熊⾕
くまがや

２号 
プレキャストＲＣ床版製作 １式、既設床版撤去⼯ １式、 
床版取替⼯ １箇所、舗装⼯ 6.4m2、防護柵取替⼯ 6.8m 

《公募型指名競争⼊札⽅式（総合評価落札⽅式）の試⾏について》 
 競争参加者が少数と⾒込まれ、技術難易度が⽐較的低い⼯事について、対象⼯事ごとに技
術資料収集に係る公⽰資料の交付を受けて、競争参加希望者が参加表明確認申請書及び技術
資料（参加要件は企業のみとして技術者要件を求めない。）を提出し、指名基準による選定
を⾏い、指名された競争参加希望者により総合評価落札⽅式で落札者を決定するものです。 

なお、総合評価は、災害活動実績及び賃上げの実施を加算点としています。 

《施⼯箇所が点在する⼯事の積算について》 
 施⼯箇所が点在する⼯事について、建設機械を運搬する費⽤や交通規制等がそれぞれの箇
所で発⽣するなど、積算額と実際にかかる費⽤に乖離が考えられることから、箇所毎に共通
仮設費、現場管理費の算出を⾏う「施⼯箇所が点在する⼯事の積算」を採⽤します。 
○点在する⼯事箇所

・笹⽬
さ さ め

橋（下り）P3〜P5（埼⽟県⼾⽥
と だ

市下
しも

笹
ささ

⽬
め

地先） 
・和⽥

わ だ
橋（埼⽟県⼊間

い る ま
市 扇

おうぎ
町屋
ま ち や

５丁⽬地先） 
・無名１号橋１（埼⽟県⼾⽥

と だ
市上⼾

か み と
⽥
だ

１丁⽬地先） 
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２号（埼⽟県熊⾕

くまがや
市新島
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《難⼯事指定について》 
 本⼯事において、河川区域内（⾮出⽔期間）での施⼯に伴う⼯程管理が重要であること及
び交通量の多い現道上において、夜間作業（橋⾯補修⼯）に伴う安全管理が重要であるこ
と、また、施⼯箇所が点在するため、施⼯管理が重要であることから、「難⼯事指定」を採
⽤します。 
 「難⼯事指定」された⼯事は、完成時に７０点以上の⼯事成績評定を通知された場合、今
後発注される「難⼯事施⼯実績評価対象⼯事（試⾏）」の総合評価の評価項⽬において加点
対象となります。 
 また、主任（監理）技術者または現場代理⼈として従事した経験について、審査基準⽇の
⽉以前の４年間が評価対象となります。 

《余裕期間制度（任意着⼿⽅式）について》 
 受注者の円滑な⼯事施⼯体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働⼒確保等の準備 
を⾏うことができる余裕期間を設定した⼯事であり、契約⽇から⼯事着⼿期限（令和５年 
4 ⽉１⽇）までの期間において、受注者が任意に⼯事着⼿⽇を選定できます。 

なお、⼯事の始期までの余裕期間内は、監理技術者の配置が不要となります。 
また、余裕期間内は⼯事契約約款第１１条に定める現場代理⼈の常駐を要しません。 

《スケジュール》 
○⼊札公告、⼊札説明書交付 ：令和 ５年 １⽉ ６⽇（⾦） 
○技術資料等の提出期限 ：令和 ５年 １⽉１８⽇（⽔） 
○⼊札書・⼯事費内訳書の提出期限 ：令和 ５年 ２⽉１６⽇（⽊） 
○開札⽇ ：令和 ５年 ２⽉２１⽇（⽕） 
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